
本統合報告書は、株主・投資家を中心としたすべてのステークホルダーの皆さまに、
サステナビリティ課題の解決に貢献し、企業理念「地域から親しまれ、信頼され、
地域社会の発展に寄与する銀行」を実現するための当行の取り組みをご理解いただ
くことを目的として作成しました。編集にあたっては、IFRS財団による「国際統合
報告フレームワーク」を参考にしています。

本報告書は、当行に関する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する情報（将来
情報）が含まれています。これら将来情報は、あくまで本報告書の作成時点におい
て入手可能な情報に基づいて判断されたものであり、将来の業績等を保証するもの
ではありません。
また、将来情報の記述には一定の前提・仮定を使用しておりますが、かかる前提・
仮定は客観的には不正確であったり、将来実現しない可能性があります。その原因
となるリスクや不確実性には様々なものが含まれますが、その詳細については当行
の決算短信や有価証券報告書等をご参照ください。なお、当行は本資料に含まれる
将来情報の更新はいたしません。【期間】2021年4月１日～2022年3月31日（一部、2022年4月以降の情報を含みます）

【範囲】別途記載のある場合を除き、琉球銀行単体を対象としています　

住 所：沖縄県那覇市松山2丁目3番10号
設 立：2008年8月26日
資 本 金：2億7,912万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：クレジットカード業務、個別信用購入あっせん業、

アクワイアリング受託業務

クレジットカード業

信用保証業
  

住 所：沖縄県那覇市東町2番1号那覇ポートビル7階
設 立：1979年7月2日
資 本 金：2,000万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：不動産金融ならびに消費者金融にかかわる

借入債務の保証業務等

リ ー ス 業

住 所：沖縄県那覇市久茂地1丁目7番1号
設 立：1972年5月10日
資 本 金：3億4,600万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：情報関連機器、事務用機器、

その他機械設備のリースならびに割賦販売

そ の 他

住 所：沖縄県那覇市壷川1丁目1番地9
りゅうぎん健保会館3階

設 立：2006年6月28日
資 本 金：2,300万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：産業・経済・金融調査、研究業務、

講演会・研修などの企画・運営業務

住 所：沖縄県浦添市屋富祖3丁目33番1号
設 立：1983年9月16日
資 本 金：1,000万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：現金精査・整理業務、ATMの保守・管理

業務、文書などの配送業務

銀 行 業

住 所：沖縄県那覇市久茂地1丁目11番1号
設 立：1948年5月1日
資 本 金：569億6,700万円
業 務 内 容：銀行業

住 所：沖縄県那覇市久茂地1丁目7番1号
設 立：1984年4月25日
資 本 金：1億9,500万円

（琉球銀行の株式所有比率100％）
業 務 内 容：クレジットカード業務、ローン業務、

信用保証業務

将来の見通しに関する注意事項編集方針

報告対象
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　りゅうぎんは、これまで「地域から親しまれ、信頼され、地域社会
の発展に寄与する銀行」を経営理念として経営活動を展開してきまし
た。今後ともこの経営理念を実現していくために、りゅうぎんとりゅ
うぎんグループ各社は、商品、サービスの充実に努め、同時にいかな
る経営環境の変化にも対応できるよう、健全経営の確立を図り、地域
の皆さまのニーズに対応していきます。
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